（様式６）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　年　月　　日　

[bookmark: OLE_LINK7]技術申請書


　水俣市長　　髙岡　利治　様　
                                          　　　
特定建設工事共同企業体名
（代表構成員）
住　　　　所
商号又は名称
建設業許可番号　　　　許可（般・特－　　）第　　　号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　

（構成員２）
住　　　　所
商号又は名称
建設業許可番号　　　　許可（般・特－　　）第　　　号
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　

（構成員３）
住　　　　所
商号又は名称
建設業許可番号　　　　許可（般・特－　　）第　　　号
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
下記工事について、技術関係資料を提出します。

記
１　工事番号
２　工 事 名
３　工事場所
４　連絡者所属・氏名
ＴＥＬ
ＦＡＸ
５　添付図書及び資料
（１）評価に関する基準（自己採点表）
　（２）施工計画書
　（３）企業の評価に係る確認資料整理表及び配置予定技術者の評価に係る確認資料整理
　（４）「入札公告」及び「水俣市建設工事総合評価落札方式試行ガイドライン」等を熟読の上、必要となる「図書及び資料等」を添付して下さい。　


（様式８）【基本型】

施工計画書
工   事   名：
商号又は名称：



（次面に注意事項あり）



（様式８）【基本型】つづき


注意事項：
・評価の対象となる提案は、『施工上の工夫等により、設計図書（共通仕様書、特記仕様書等を含む）に示す標準案よりも工事の品質向上が見込める具体的な提案』とする
・枚数はA4判1枚とする。文字のポイントは12を使用
・提案内容は記号・句読点・スペース・改行等を全て含めて７５０字以内とする。半角・全角問わず１字を１文字としてカウントする。
・セル内の内容が全て印刷（表示）できるように、必要に応じてセルの高さを調整してもよい。
（印刷されたもので評価を行う。印刷（表示）されていない部分は評価しない。）
・設計図書に違反する記載がある項目は評価しない。
・入札公告に示した各項目と提案内容が一致しない時は、評価しない。
・空白箇所に図、表、写真等を添付してはならない。
（記載方法１）
・表を「右クリック」し、「ワークシート オブジェクト(O)」→「開く」をクリックするとExcel形式で表示されます。
・セルに提案を記載した後、右上の「×」の閉じるボタンでエクセルを終了させてください。
（記載方法２）
・表を「ダブルクリック」するとExcel形式で表示されます。
・セルに提案を記載し、カーソルを「項目」に戻したうえで、Wordのシートをクリックしてください。


（様式９）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

企業の評価に係る確認資料整理表
	評　価　項　目
	申請する場合「○」
（※１）
	見出し名
（※２）

	1 企業の同種工事の施工実績
（評価する工事件数は２件まで）
	
	資料①

	2 企業に対する優良工事等表彰の実績
	
	資料②

	3 過去２年間の災害支援活動の実績
	
	資料③

	○全ての１次下請が市内企業、又は自社施工
	
	

	○主要資材の県産資材使用
	
	



（※１）「入札公告（別添）評価に関する基準」に定められている各項目について、申請する場合には「○」印を記入してください。
（※２）添付資料には、必ず申請項目ごとにインデックス、付箋形式又は中表紙形式の「見出し名（資料①等）」（添付資料への直接の記載も可とする）を付けてください。「見出し名（資料①等）」が付いていない場合は申請が無いものとみなします。なお、見出し名については各項目固定とします。また、企業の施工実績と配置予定技術者の施工経験等で、添付資料が重複する場合（ＣＯＲＩＮＳ等）には、添付資料に見出し名を並べても構いません。

（注１）『申請する場合「〇」』の欄のみ記入してください。また、文字や行・列の追加・削除・書き換えは行わないでください。なお、文字や列・行の追加・削除・書き換えを行った場合は評価しません。
（注２）全ての提出資料を揃えた後に、表紙から通しのページ番号を付して下さい。























（様式１０）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

配置予定技術者の評価に係る確認資料整理表
	
	氏　　　名

	配置予定技術者（※１）
	〇〇　〇〇〇







	評　価　項　目
	申請する場合「○」
（※２）
	見出し名
（※３）

	4 配置予定技術者の資格
（国家資格の取得状況を評価します）
	
	資料④

	5 技術者に対する優良工事等表彰の実績
	
	資料⑤

	6 配置予定技術者の施工経験
（評価する工事件数は２件まで）
	
	資料⑥

	7 配置予定技術者の工事成績
（評価する工事件数は１件まで）
	
	資料⑦

	8 配置予定技術者の継続教育（ＣＰＤ）の取得状況
	
	資料⑧



（※１）配置予定技術者の氏名を記載してください。なお、配置予定技術者を複数申請する場合
　　　　には、別葉としてください。
（※２）「入札公告（別添）評価に関する基準」に定められている各項目について、申請する場合には「○」印を記入してください。
（※３）添付資料には、必ず申請項目ごとにインデックス、付箋形式又は中表紙形式の「見出し名（資料⑤等）」（添付資料への直接の記載も可とする）を付けてください。「見出し名（資料⑤等）」が付いていない場合は申請が無いものとみなします。なお、見出し名については、各項目固定とします。
また、企業の施工実績と配置予定技術者の施工経験等で、添付資料が重複する場合（
ＣＯＲＩＮＳ等）には、添付資料に見出し名を並べても構いません。

（注１）『申請する場合「〇」』の欄のみ記入してください。また、文字や行・列の追加・削除・
書き換えは行わないでください。なお、文字や行・列の追加・削除・書き換えを行った
場合は評価しません。
（注２）全ての提出資料を揃えた後に、表紙から通しのページ番号を付して下さい。






Microsoft_Excel_Worksheet.xlsx
提案



				項目 コウモク		手法
・
効果 シュホウ コウカ		各項目（①～⑥）に対して、１つの具体的な技術的提案を記入 カクコウモク タイ グタイテキ ギジュツ テキ テイアン キニュウ

				①		手法 シュホウ

						効果 コウカ

				②		手法 シュホウ

						効果 コウカ

				③		手法 シュホウ

						効果 コウカ

				④		手法 シュホウ

						効果 コウカ

				⑤		手法 シュホウ

						効果 コウカ

				⑥		手法 シュホウ

						効果 コウカ

						着色部には、各項目（①～⑥）に対して、１つの具体的な技術的提案を手法と効果に分けて簡潔に記入すること。 チャクショク ブ カクコウモク タイ グタイテキ ギジュツテキ テイアン シュホウ コウカ ワ カンケツ キニュウ





				合計文字数 ゴウケイ モジスウ				0文字

								　





計算





		①提案 テイアン		0

		①効果 コウカ		0

		②提案 テイアン		0

		②効果 コウカ		0

		③提案 テイアン		0

		③効果 コウカ		0

		④提案 テイアン		0

		④効果 コウカ		0

		⑤提案 テイアン		0

		⑤効果 コウカ		0

		⑥提案 テイアン		0

		⑥効果 コウカ		0



		計 ケイ		0






Microsoft_Excel_97-2003_Worksheet.xls
提案用紙（Ⅱ型） 

		

				（別記様式６）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（用紙Ａ４）

				施工計画書

						工事名：　　　　　　　　　　

						会社名：　　　　　　　　　　

				基本型（Ⅱ型） キホンガタカタ

				項 目 コウメ		各項目（①～④）に対する具体的な技術的提案 カクコウモクタイグタイテキギジュツテキテイアン

				　


①

				　　　　　　


②

				③

				④

						着色部には、各項目に対する技術的提案を具体的かつ簡潔に記入すること(箇条書きでも可） チャクショクブカクコウモクタイギジュツテキテイアングタイテキカンケツキニュウカジョウカカ

				合計文字数 ゴウケイモジスウ		0.0

				1段目の文字数 ダンメモジスウ		0

				2段目の文字数 ダンメモジスウ		0

				3段目の文字数 ダンメモジスウ		0

				4段目の文字数 ダンメモジスウ		0

				5段目の文字数 ダンメモジスウ		0

				6段目の文字数 ダンメモジスウ		0

				7段目の文字数 ダンメモジスウ		0

				8段目の文字数 ダンメモジスウ		0

				9段目の文字数 ダンメモジスウ

				10段目の文字数 ダンメモジスウ

				注意事項：

				・枚数はA4判1枚とする。文字のポイントは12を使用 バン

				・提案内容は記号・句読点・改行操作等を含めて400字（600字）以内とする。半角・全角問わず１字を１文字としてカウントする。（合計文字数欄の文字数で判定を行う。） カイギョウソウサジ

				・セル内の内容が全て印刷（表示）できるように、必要に応じてセルの高さを調整すること。 ナイヒツヨウオウタカチョウセイ

				（印刷（表示）されていない部分は評価しない。） ブブン

				・①～④の各項目と提案内容が一致しない時は、評価しない。 カクコウモクテイアンナイヨウイッチトキヒョウカ

				・設計図書に違反する記載がある項目は評価しない。

				・空白箇所に図、表、写真等を添付してはならない。

				（記載方法１）

				・表を右クリックしワークシート オブジェクト(O)→開くをクリックするとExcel形式で表示されます。

				・セルに提案を記載し、右上の×の閉じるボタンでエクセルを終了させてください。

				（記載方法２）

				・表をダブルクリックするとExcel形式で表示されます。

				　セルに提案を記載し、カーソルを「項目」に戻したうえで、Wordのシートをクリックしてください。 コウモク





提案用紙（Ⅰ型）

		

				（別記様式６）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（用紙Ａ４）

				施工計画書

						工事名：　　　　　　　　　　

						会社名：　　　　　　　　　　

				基本型（Ⅰ型） キホンガタカタ

				項 目 コウメ		各項目（①～④）に対する具体的な技術的提案 カクコウモクタイグタイテキギジュツテキテイアン

				　


①

				　　　　　　


②

				③

				④

						着色部には、各項目に対する技術的提案を具体的かつ簡潔に記入すること(箇条書きでも可） チャクショクブカクコウモクタイギジュツテキテイアングタイテキカンケツキニュウカジョウカカ

				合計文字数 ゴウケイモジスウ		0.0

				1段目の文字数 ダンメモジスウ		0

				2段目の文字数 ダンメモジスウ		0

				3段目の文字数 ダンメモジスウ		0

				4段目の文字数 ダンメモジスウ		0

				5段目の文字数 ダンメモジスウ		0

				6段目の文字数 ダンメモジスウ		0

				7段目の文字数 ダンメモジスウ		0

				8段目の文字数 ダンメモジスウ		0

				9段目の文字数 ダンメモジスウ

				10段目の文字数 ダンメモジスウ





（別記様式６）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（用紙Ａ４）


工事名：　　　　　　　　　　


会社名：　　　　　　　　　　


着色部には、各項目に対する技術的提案を具体的かつ簡潔に記入すること(箇条書きでも可）


合計文字数


0字





施工計画書


項 目 各項目（①～④）に対する具体的な技術的提案





基本型（Ⅰ型）





　





①


　





②





③





④




（別記様式６）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（用紙Ａ４）


工事名：　　　　　　　　　　


会社名：　　　　　　　　　　


着色部には、各項目に対する技術的提案を具体的かつ簡潔に記入すること(箇条書きでも可）


合計文字数


0字


注意事項：





　





①


　





②





③





④


　セルに提案を記載し、カーソルを「項目」に戻したうえで、Wordのシートをクリックしてください。


・①～④の各項目と提案内容が一致しない時は、評価しない。


・空白箇所に図、表、写真等を添付してはならない。


（記載方法１）


・表を右クリックしワークシート オブジェクト(O)→開くをクリックするとExcel形式で表示されます。


・表をダブルクリックするとExcel形式で表示されます。


・セルに提案を記載し、右上の×の閉じるボタンでエクセルを終了させてください。


（記載方法２）


・設計図書に違反する記載がある項目は評価しない。


施工計画書


項 目 各項目（①～④）に対する具体的な技術的提案





基本型（Ⅱ型）


・枚数はA4判1枚とする。文字のポイントは12を使用


・提案内容は記号・句読点・改行操作等を含めて400字（600字）以内とする。半角・全角問わず１字を１


文字としてカウントする。（合計文字数欄の文字数で判定を行う。）


・セル内の内容が全て印刷（表示）できるように、必要に応じてセルの高さを調整すること。


（印刷（表示）されていない部分は評価しない。）





image1.emf
項目

手法

・

効果

各項目（①～⑥）に対して、１つの具体的な技術的提案を記入

手法

効果

手法

効果

手法

効果

手法

効果

手法

効果

手法

効果

文字

　

⑥

着色部には、各項目（①～⑥）に対して、１つの具体的な技術的提案を手法と効果に分けて簡

潔に記入すること。

合計文字数

①

②

③

④

⑤


